
令和６年度世田谷地域「地域交流ラボ」成果報告会
令和7年2月11日13時〜16時

駒澤大学 内海ゼミナール
防災活動とコミュニティをつなぐ防災訓練の進化系イベント

防災コミュニティラボ
調査研究と実装

４年生：小山雄哉・武井博紀・山下真平・内山瞳・岩本幸樹・三宅歩果・新藤周・森山直之
３年生：関山陽人・角井海・馬地泰輝・笹川拓真・星愛日・渡部海・青木颯利・中村勇凛・栗原琉斗・井川かえで

大柄結菜・山田将大・青木悠馬・熊澤裕大・高橋篤史・廣川悠大・沖本秀太・福原大門・鈴木佑芽・高塚百桃
２年生：中尾心優・浦彩乃・鈴木伶奈・西尾大翔

（２） イベント報告：「防災コミュニティラボ」の実装

（１） 調査研究報告：防災知識と防災意識に関する実態把握

２年生：森田麟太郎・遠田梨央





駒澤大学 内海ゼミナール
防災活動とコミュニティをつなぐ防災訓練の進化系イベント

防災コミュニティラボ
調査研究と実装

（１） 調査研究報告：防災知識に関する実態把握

１） 調査研究報告-1．公園と防災：2年生 森田麟太郎
２） 調査研究報告-2．子供と防災：2年生 遠田梨央



調査研究-1. 公園と防災
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(森田)

n 研究の背景

公園は幅広い年齢層に利用される→コミュティの場・防災の場
地域な身近な、小さな公園はコミュティとどのような関係を持つのか？

n 研究の目的
住⺠に⾝近な⼩さな公園（近隣公園、住区基幹公園）の防災
機能とコミュニティの関係を明らかにする。

→この研究成果を「防災コミュニティラボ」イベントに提供



調査研究-1. 公園と防災
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(森⽥)

n 防災知識・防災意識の観点から明らか
になったこと-1）

【⽂献調査】地域な身近な小さな公園の防災機
能とは？

① 利用効果→避難場所や救護の場所

② 存在効果→防災教育の場、建物の乱立を抑制、
延焼を防止

防災教育、防災訓練を通したコミュニティの醸成



調査研究-1. 公園と防災
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(森田)

n 防災知識・防災意識の観点から
明らかになったこと-2）

【ヒアリング調査】地域コミュニティと
公園の防災機能の関係

l 管理：役所ではなく、地域の⾃治会
l 備品の管理、かまどベンチ、マンホー
ルトイレの設置

→住民の要望

→地域の防災意識（コミュ二ティ）が
公園防災機能に深い関係

世田谷区公園
緑地課への
ヒアリング



調査研究-2. 子供と防災
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(遠⽥)

n 研究の背景

防災の観点から⼦供が家庭に与える影響について
⽂献・アンケート調査（後述の防災コミュニティラボ「デモ
イベント」）により明らかにする

→この研究成果を「防災コミュニティラボ」イベントに提供

・2024年度の「防災コミュニティラボ」では⼦供の参加⼈数が少なかった
防災と⼦供とのかかわりに関するコミュニティ研究

・防災の観点から⼦供は家庭にどのような影響与えているのか

n 研究の目的



調査研究-2. 子供と防災 （遠田）

主な参考⽂献等
・⼦供たちが主役の地域防災
宮城県建築住宅センター⽀援震災復興活動事業
特定⾮営利活動法⼈ 防災・サポートセンター
https://bousai-support.or.jp/wp-
content/uploads/2016/06panfu/20130329-
2bousai-edu.pdf
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・⼦どもたちの⼒をのばす地域防災
内閣府
https://www.bousai.go.jp/kyoik
u/keigen/ichinitimae/ksh19029.
html



調査研究-2. 子供と防災
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n 防災知識・防災意識の観点から明らかになったこと-1）
【⽂献調査】
l 災害時に強く影響を受ける⼦どもがいる家庭
→災害は予告なく突然に現れるため災害時は子供の視点が忘れられがち

⼦ども主体の地域防災

l 学校以外での防災活動が必要
→防災リュックの準備、家具の転倒落下の防止避難経路の確認、防災マッ
プ作成 など

（遠田）



調査研究-2. 子供と防災
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n 防災知識・防災意識の観点から
明らかになったこと-2）
【アンケート調査】回答数39
デモイベントに参加した90名の⼩学⽣対象

u 「防災コミュニティラボ・デモイベ
ント」の感想を選んでください。

u 「防災コミュニティラボ：防災ク
イズ」は勉強になりましたか？

u 「防災コミュニティラボ：防災すご
ろく」で遊んで、自分の家の防災
バッグを見直そうと思いましたか？

（遠田）



調査研究チーム
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(遠⽥、森⽥)

n 防災コミュニティラボへの反映



調査研究チームのイベントへの反映

1

（遠田、森田）

n 「防災コミュニティラボ」イベントへの反映
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駒澤大学 内海ゼミナール
防災活動とコミュニティをつなぐ防災訓練の進化系イベント

防災コミュニティラボ
調査研究と実装

（２） イベント報告：「防災コミュニティラボ」の実装

４年生：小山雄哉・武井博紀・山下真平・内山瞳・岩本幸樹・三宅歩果
新藤周・森山直之

３年生：関山陽人・角井海・馬地泰輝・笹川拓真・星愛日・渡部海・青木颯利
中村勇凛・栗原琉斗・井川かえで・大柄結菜・山田将大・青木悠馬
熊澤裕大・高橋篤史・廣川悠大・沖本秀太・福原大門・鈴木佑芽・高塚百桃

２年生：中尾心優・浦彩乃・鈴木伶奈・西尾大翔



１. 2024年度防災コミュニティラボ実装の推進体制
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n 構想段階
4月～ 6月

n 企画段階
6月～9月

n 実装段階
10月～12月

・年間スケジュールの検討・昨年度の課題解決のための会議
・地区別ミーティング ・イベント内容の検討 
・世田谷区、世田谷消防署、駒沢小学校への企画説明
・役割検討

・５度の小学校訪問・３度の消防署訪問 
・イベントの方式決定・種目イメージの具現化 
・プログラムの作成・防災グッズ、防災クイズの検討
・・非常食試食会協賛企業の検討
・会場（駒沢小学校）のレイアウト検討
・パンフレット案と募集方法の検討

・10/12デモイベントの実施（駒沢小学校で開催：小学５年生対象）
・イベント本番までのスケジュール、備品確認
・協賛企業との打ち合わせ （非常食試食会、防災グッズ）
・イベント前日、当日のシナリオを作成 ・会場準備
・12/7本イベントの実施（駒沢小学校で開催：地域の方々を中心に）



１.  今年度（2024年度）のスケジュールと体制

３
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１. 推進体制：デモイベント(10/12実施)

n デモイベントの目的

l 2023年度は防災訓練で紹介
l 2024年度は小学校5年生の授業としてイベントを実施
l 12月の本イベントのために小学生とその保護者へPR
l 防災における小学生（子供）の可能性をさぐる

n イベント内容
1. 防災クイズ

2. 防災すごろく

3. 消化活動バケツリレー
体を使う競技（きょうぎ）もあるので動きやすい服で来てね！
保護者の⽅や地域の⽅も⾒学にいらしてください。

“防災コミュニティラボ”とは
楽しく体と頭を動かして

⼈と⼈とのかかわりを深めながら
防災知識（ぼうさいちしき）を⾼める取り組み

12⽉7⽇に⾏う防災コミュニティラボを
知ってもらうためにデモイベントを⾏います！
⼩学⽣のみんなに“防災コミュニティラボ”に
興味（きょうみ）を持ってもらいたいです！

し んかけい ぼうさいくんれん

ぼうさい

防災クイズ

防災すごろく

消火活動バケツリレー

ぼうさい

ぼうさい

しょうかかつどう

場所 駒沢⼩学校体育館
⽇時 10⽉12⽇8:40∼11:40

こまざわしょうがっこうたいいくかん

⇧このイベントの内容がQRコードで⾒ることができます。

（渡部、青木）

n 実施場所：駒沢小学校



５

n イベント内容

1.防災競技
2.非常食試食会
3.防災情報とクイズ
4.防災グッズ

n 準備・記録
5.管理・体制等
6.募集・チーム編成
7.パンフレット作製
8.記録・ビデオ

合計８チームで実装に向け活動

ü デモイベントのPR効果で小学生
＋保護者をメインに対象を想定

ü イベント内容を昨年と大幅に変
更することはせずに全体として
ブラッシュアップを目指す

ü 参加年齢層が昨年と違うためそ
れへの対応が課題

１. 推進体制:本イベント(12/7)

今年度防災コミュニティラボの展開
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《実施競技》
消⽕活動バケツリレー
負傷者搬送障害物リレー

応急処置競技

《その他の催物》
⾮常⾷試⾷会
防災知識クイズ

⼀緒に⼯作防災グッズ

⽇時 12⽉7⽇(⼟)13:00~16:00
場所 駒沢⼩学校体育館（世⽥⾕区駒沢2-10-6)

競技に参加せず
その他催物のみ
参加することも
可能です！

※ 競技に参加する⽅は動きやすい服装、
靴でお越しください。

※ 競技(消⽕活動バケツリレー、負傷者
搬送障害物リレー、応急処置競技)は
保護者と⼀緒に参加いただきます。

主催

駒澤⼤学
内海ゼミナール

＆
世⽥⾕区

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSem4pNsNKGJNcTj8d2ml-JT--aAS6ohajyGHt5dtyR88gMKjQ/viewform

お申込みは申込票を
区窓⼝に提出

or
Googleフォームから
お願いします！

《お問い合わせ･区窓⼝》

世⽥⾕総合⽀所地域振興課地域振興
・防災担当

世⽥⾕区世⽥⾕4−22-33
世⽥⾕区役所⻄棟2階203番窓⼝

TEL: 03-5432-2831
FAX: 03-5432-3032

（渡部、青木）

n 実施場所：駒沢小学校体育館





２. 参加者の募集方法とチーム編成（栗原 中村 岩本）
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n チーム編成
の目的

n 課題 小学生とファミリー層の参加が少なかった

募集期間が2週間で短かった

n 2023年度

コミュニティの醸成
幅広い年齢層の参加者を集め、チーム編成すること

2024年度同様、手書き申し込み表とGoogle
フォームで参加者を募集



２. 参加者の募集方法とチーム編成（栗原 中村 岩本）

n 2024年度の参加募集方法

①手書き申し込み表 ②Googleフォーム

手書き申込表とGoogleフォームの２つを使うことに
よって、幅広い年齢層の方が手軽に申し込みできる
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デモイベント実施日（10月12日）から参加者の募集を開始し、
2023年度よりも約１か月早く募集を開始することができた



申し込み時の年齢、性別の情報を基にチームを編成

n チーム編成の工夫

チームごとに年齢や性別の偏りをなくす

２. 参加者の募集方法とチーム編成（栗原 中村 岩本）
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１チーム５人で、ビブスは赤青緑黄の４色を使用
各色の各番号は５枚（赤の１番が５枚、赤の２番が５枚、、、）
ビブス番号は1番～４番を使用

↓



２. 参加者の募集方法とチーム編成（栗原 中村 岩本）

n 参加者を集めるための工夫

〇デモイベント後、再度駒沢小学校に周知

〇駒沢小学校の連絡網（すぐーる）で保護者にも周知

〇町会の集まりでの周知

〇駒沢商店街での周知

○駒沢大学駅前の周知
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n デモイベントの周知
本イベントでの小学生とファミリー層の参加率を上げることができた

参加者：小学5年生90名と保護者、町会の方など
n 本イベントの周知

去年よりも小学生とファミリー層の参加率が上がった

２. 参加者の募集方法とチーム編成（栗原 中村 岩本）
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事前申し込み数 63名
事前申し込み無し当日参加者数 12名
事前申し込みあり欠席者数 18名
最終参加者数 57名



３. パンフレット・サイン等の検討と作成

↑２０２３年度パンフレット↑

・内容についてのイラストをつける

・パンフレットの表紙から
ポスターまで色味を合わせて作る

n 2023年度の良い点

n 留意点

・色覚障害や色盲の方へ配慮する
・年配の方が見やすい文字サイズにする

・読みやすいように大きい文字、フォ
ントにする
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（三宅 角井 大柄 井川）



３. パンフレット・サイン等の検討と作成（三宅 角井 大柄 井川）

l 色覚障害や色盲の方への
配慮：反対色を使う

l 子供への対応：ふりがな
をつけ、見出しなどを可
愛らしいデザインにする

l 昨年のイラストを再利用
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《実施競技》
消⽕活動バケツリレー
負傷者搬送障害物リレー

応急処置競技

《その他の催物》
⾮常⾷試⾷会
防災知識クイズ

⼀緒に⼯作防災グッズ

⽇時 12⽉7⽇(⼟)13:00~16:00
場所 駒沢⼩学校体育館（世⽥⾕区駒沢2-10-6)

競技に参加せず
その他催物のみ
参加することも
可能です！

※ 競技に参加する⽅は動きやすい服装、
靴でお越しください。

※ 競技(消⽕活動バケツリレー、負傷者
搬送障害物リレー、応急処置競技)は
保護者と⼀緒に参加いただきます。

主催

駒澤⼤学
内海ゼミナール

＆
世⽥⾕区

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSem4pNsNKGJNcTj8d2ml-JT--aAS6ohajyGHt5dtyR88gMKjQ/viewform

お申込みは申込票を
区窓⼝に提出

or
Googleフォームから
お願いします！

《お問い合わせ･区窓⼝》

世⽥⾕総合⽀所地域振興課地域振興
・防災担当

世⽥⾕区世⽥⾕4−22-33
世⽥⾕区役所⻄棟2階203番窓⼝

TEL: 03-5432-2831
FAX: 03-5432-3032 体を使う競技（きょうぎ）もあるので動きやすい服で来てね！

保護者の⽅や地域の⽅も⾒学にいらしてください。

“防災コミュニティラボ”とは
楽しく体と頭を動かして

⼈と⼈とのかかわりを深めながら
防災知識（ぼうさいちしき）を⾼める取り組み

12⽉7⽇に⾏う防災コミュニティラボを
知ってもらうためにデモイベントを⾏います！
⼩学⽣のみんなに“防災コミュニティラボ”に
興味（きょうみ）を持ってもらいたいです！

し んかけい ぼうさいくんれん

ぼうさい

防災クイズ

防災すごろく

消火活動バケツリレー

ぼうさい

ぼうさい

しょうかかつどう

場所 駒沢⼩学校体育館
⽇時 10⽉12⽇8:40∼11:40

こまざわしょうがっこうたいいくかん

⇧このイベントの内容がQRコードで⾒ることができます。

n 2024年度パンフレット

↑本イベントパンフレット（12月） ↑デモイベントパンフレット（10月）



４. 防災競技 （小山、青木、馬地、山田、中尾、浦）
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n防災競技の目的

➞ 体を動かしたコミュニティの醸成

n2023年度の実施内容
楽しく防災時の行動を身につけるための競技を実施
n課題
役割分担：参加者１人１人に具体的な役割を与える
当事者意識：より自分ごととして捉えられる工夫
チーム強化：チームワークを向上させる仕組み



４. 防災競技 （小山、青木、馬地、山田、中尾、浦）

27

n2024年度の実施内容
・役割分担の明確化
それぞれに違った役割を持たせ、当事者意識を高める

・自然なコミュニケーションの促進
チーム内での会話が生まれる競技の設計

n実施競技

A 消火活動バケツリレー

B 応急処置競技

C 負傷者搬送障害物リレー

A

B
C





４. 防災競技 （小山、青木、馬地、山田、中尾、浦）
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B 応急処置競技：本イベントで実施

応急処置の仕方を学び正しい方法を身に着ける

＜手順＞
1. チームで一列に並び、先頭の人から順番に応急処置
をしていく

2. 消防士さんからメンバー全員のOKがもらえたら終了

目的：緊急時に適切な応急処置ができるようになる
効果：応急処置に関する正しい知識の習得

コミュニティ形成の促進





５. 防災情報とクイズ （武井、山下、内山、笹川、廣川、西尾）
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n 実施目的

◎防災の最新かつ正確な情報、知識を学んでもらう

◎防災情報を収集し、わかりやすく提供する

◎クイズ形式で楽しみながら知識を身につけられるようにする

◎防災対策を始めるきっかけ作り



５. 防災情報とクイズ （武井、山下、内山、笹川、廣川、西尾）
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n2023年度
•東京防災や東京消防庁のHPに掲載され
ている情報を収集し、イベントでポス
ターを掲示
•ポスターの内容をクイズにして出題
n課題
•最新の防災情報の提供
•幅広い世代が楽しめるための難易度設定
•クイズによる新たなコミュニティの形成



５. 防災情報とクイズ （武井、山下、内山、笹川、廣川、西尾）
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n 2024年度 デモイベント

デジタルコンテンツを利用した防災学習
東京消防庁の防災デジタルコンテンツを引用し
小学生により理解しやすい防災知識を提供

防災学習を生かしたクイズの出題
最初に視聴してもらった防災デジタルコンテンツの中からクイズを出題
楽しく防災情報を復習することが狙い

小学生目線でのクイズ内容に対する意見の収集
小学生がどのくらい防災知識があるかを調査
実際に小学生にクイズを行ってもらい、内容に対する意見や感想をもらうことで難易度を検討

（調査研究-2.アンケート結果：遠田報告参照）



５. 防災情報とクイズ （武井、山下、内山、笹川、廣川、西尾）
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最新かつ正確な防災情報の提供、掲載
世田谷消防署や世田谷区地域振興課の方々からご意見・ご指導をいただきながら防災
情報ポスターを作成、掲示

幅広い世代に合う難易度のバランス設定
小学生から高齢者の方までわかりやすくするためにふりがなや配色、言葉の言いまわ
しを工夫して難易度を調整

得点順位に応じた景品（非常食）の配布
より積極的な参加を促すため、順位に応じて非常食の詰め合わせを景品として用意

n 2024年度 本イベント





６. 一緒に工作防災グッズ (福原、沖本、鈴木)
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n 目的
競技に参加をする、しないに限らず、防災に関する知識を楽しみながら、
実生活と結びつけてもらう

n 2024年度の内容
ピカッと！安全キーホルダー
防災スゴロク
防災謎解き

n 2023年度の内容
新聞紙スリッパ、紙食器の工作



６. 一緒に工作防災グッズ (福原、沖本、鈴木)
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n 株式会社  様からの協賛品
①ピカッと！安全キーホルダー(50セット)
②防災謎解き
③防災スゴロク

①

②

③



６. 一緒に工作防災グッズ (福原、沖本、鈴木)
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n 得られた成果
• 地域コミュニティの醸成に役立
たせることができた

• 作り方動画をモニターで流すこ
とで昨年の課題であった「教え
る人が少なくて困る」という課
題を解決できた



７. 非常食試食会 （新堂、高橋、熊澤、関山）

①尾西食品株式会社様からご協賛
②非常食を試食し、最も美味しかったものに投票
  →アンケート結果からも満足度を確認できた

コミュニティの醸成＋非常食の知識理解
n 目的

n 課題
①子供や親世代の参加が少ない
②非常食への知識理解が不十分

n 2023年度 の成果

39





７.防災競技非常食試食会 （新堂、高橋、熊澤、関山）

n リーフレット資料と協賛品
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コミュニティの醸成と非常食の知
識・関心を高めることができた！

n アンケート結果 （主な意見）

・みんなと話しながら食べれて楽しかった
・昔のものと比べてものすごくおいしかった
・非常食でも美味しいものがあることに驚いた
・想像よりおいしかった
・味も保存期限も昔に比較して良くなっている

約9割の参加者に非常食に対する印象や見
直すきっかけをつくることができた

７. 防災競技非常食試食会 （新堂、高橋、熊澤、関山）

Q.非常食に対する印象はかわ
りましたか？

Q.非常食を見直すきっかけに
なりましたか？

42



n プロジェクト日記

プロジェクトでの各グループでの活動を記録

プロジェクトのプロセスを３つの段階に整理

構想段階：４月～６月（世田谷区オリエンテーション、小学校訪問、など）
企画段階：６月～９月（地区別ミーティング、協賛依頼、合宿、など）
実装段階：１０月～１２月（デモイベント、シナリオ読み合わせ、など）

８. 記録・ビデオ （鈴木、高塚、星、森山）
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n 動画作成

プロジェクト日記、写真、映像をまとめて一つの動画を作成

今年度、内海ゼミナールの活動やイベントで、

どのようなことを行ったのかを動画で表現

→来年度以降のゼミ活動への研究活用
上馬地区への来年以降のイベントの周知

８. 記録・ビデオ （鈴木、高塚、星、森山）
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